








































































































































表 1 患者の精神面の理解 (生 きる苦悩 と思われるもの)


























･患者はこの時まだ若 く死について考えたことはなかつたと思うそれだけに死んでし 2 孤独まうのではないかという不安は大きくどうしようもなく淋しく孤独だったのではな
いかo
･コミニュケ-シヨン手段がなければよけいに孤独感にひたる
･救急時のチューブ鼠 モニターは意識のある人には不安になる 1 不安
･彼はその恥ずかしさを顔だけでしかかばうことができない○ 2 蓋恥手も足も動かないということ 恥ず しいときも手で顔をおおうことができない涙
もふけないo


















































か ら脱皮す る方法はない とい うことを認め る｣,
｢自分の思い ･苦 しみを形にする｣,｢小 さなこと
でも幸せ を感 じる｣,｢自分･りのまま受け入れる｣
など患者の前向きを生 き方を把握 している｡ また
｢どんな状態でも人間は必死になって生 きようと
している｣ と<生命力>の理解や ｢ほんとうに死
が迫ってきた時には死にた くない生 きたいと思 う
のだ｣ と<生-の執着>についてなど人間の生に
ついて把握 している｡なかには ｢障害 を克服 して
い くとい うことには忍耐力 と強い意志｣の よう
に<忍耐>や <意志>が必要であることを実感 し
ている｡ また生 きる<希望 >を兄いだ してい く患













































































































































































































に出会 ったら心 をこめて-｣などこれか らの患者
への学生の思いがでている｡教育上このような看
護の姿勢をは ぐくむことは重要である11)が実際上
困難な面 もある｡ しか し読書を通 じて学生 自身の
中で暖かい気持ちがより強 く育てられている｡こ
の他にも,｢患者中心に｣,｢共感 し｣,｢責任 を持ち｣
などの看護 してい く上での重要な姿勢が認め られ
る｡
4.自己の課題
学生 自身の課題については表 7の とお り,｢大切
に生 きる｣,｢素直に生 きる｣,｢人間らしく生 きる
とは｣,｢生 きることの意味は｣,｢生 きるのは義務｣
など学生は,生 きることに関す る課題について多
くあげてお り,学生 自身が生 きるということにつ
いて追求する機会になっている｡｢努力すれば花開
く｣,｢素直な心 ･感 じる心｣ と現在の自己の反省
もみられる｡ また学生は表 8のその他にあげてい






















記 述 内 容
本を読みすすめるにつれ星野さんの体験が自分のことのように思え腹を立てたり,
励ましに心を暖めたり,苛立ちを感じたりした
この人のように本当の強さを持った人間になりたいと思い自己嫌悪に陥ったとき,
落ち込んだとき折りにふれ本を読み返すようになった
久しぶりに本を読み読む前は退屈だったが一気に読めたしこれを機会に暇があれば
色々な本を読んでいきたいと思った
自分が生きていく上でも心のすみにおいていたいと思う
汚いこと,恐ろしいこと,様々ないやなことがまるで嘘みたいに遠のいていきます
この本はわたしの宝のものです
私は将来看護婦になる上でこういう本に出合えたのをとても幸せだと思う
この本を読み終わると心のなかになんとも言えないものがわき起こってきたわたし
は看護婦の道を選び人間に命に関わっていることを本当にうれしいと思った
生きるということは生きられるということはとてもすぼらしい事なんだという当た
り前とと思っていた事が言葉としてでなく心の中から感じられた
私はここに入学して色々のことを学んできたが,人が自分で自分のことをすること
ができるという当たり前にしていることがとても大切なのだとはじめて知った
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障害者の闘病記の読書を通じての看護学生の患者理解
結 語
今回,身体の機能に障害がある患者の看護につ
いての学生の理解内容を知るため,闘病記の読後
感想文からの分析を行った｡学生は患者の体験記
を通じて追体験しながら人間の心の動きを知り,
援助についての配慮を理解していた｡さらに人が
生きることについての認識をあらたにしていた｡
また著者と自分が受け持っている患者を重ねな
がら自分の看護も振り返り,工夫もみられた｡看
護教育において学生の視野を広げたり,想像力を
豊かにすることができるような援助は重要であり,
今回のように実習中の読書を通じて実習指導をし
ていくことは短い実習をより有効な実習にするこ
とができると考える｡しかし,学生を個人的にみ
るとかなり差異があり,読書感をもとにカンファ
レンス等行えばさらに教育効果は上がるであろう｡
また実習にどのように結びついているかについて
の検討も今後の課題である｡
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